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　新学期を迎える地元
小中学生の皆さんが、

「安全にそして安心して
登校できるように」との
想いで、4月に四日市
工場の有志が集まり、
工場近隣92か所（前年
実績51か所）のカーブ
ミラーを清掃しました。

　当社は昨年10月に、ショートトラック・スピードス
ケートの菊池萌水（もえみ）選手と所属契約を締結し、
2022年北京オリンピックでのメダル獲得という目標
に向けて全力でサポートしています。
　また、当社も菊池選手とともに、さらなる高みを目指
して、「世界で輝くスペシャリティケミカル企業」の実
現に向けての新たな挑戦を続けてまいります。

当社は、「『化学の力』で、よりよい明日を実現する。」を企業使命とし、
豊かで持続可能な社会づくりのため、社会貢献活動に取り組んでいます。

本冊子に記載されている将来に関する記述は、現在までに入手可能な情報に基づ
く前提や予測等を含んでおり、当社として確約や保証を行うものではありません。
これらの情報は、今後の様々なリスクや不確実な要素により大きく異なる結果と
なる可能性がありますことをご承知おきください。

第10期 中間 
株主通信

2019年1月1日〜2019年6月30日

証券コード　4189

この表紙の写真は 当社 四日市工場です。

ＫＨネオケムの社会貢献活動

「第44回五井臨海まつり」への参加

アスリート支援

　当社は千葉工場が所在する五井地区
の6町会と当社を含む地元企業10
社が共催する「五井臨海まつり」におい
て、当社は模擬店を出店しました。地
域住民の皆さんと地元企業との交流の
場として43年前から開催されている
おまつりで、引き続き地域に貢献でき
るよう、当社も参加を続けています。

カーブミラー清掃

Photo Aflo Sport



中期経営計画「新たな挑戦」

新設備の稼働等による収益拡大

戦略Ⅰ

機能化学品事業拡大に向けた積極投資

戦略ⅠⅠ

ビジネス基盤の強化

戦略ⅠⅠⅠ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別の
ご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　まず、2019年12月期第2四半期累計（2019年
1月1日から6月30日まで）の連結業績につきまし
て、ご報告申しあげます。当中間期におきまして
は、社内外に起因する一時的な生産トラブルが発
生したこと等により、売上高、利益とも期初に公
表しました連結業績予想を下回りましたが、当中
間期は大規模定期修繕の影響がなく、また、国内
需要が前年に引き続き堅調に推移したこと等に
より、連結業績は、売上高482億円（前年同期比
8.7％増）、営業利益48億15百万円（同19.9％増）、
経常利益50億60百万円（同19.3％増）、親会社株
主に帰属する四半期純利益35億40百万円（同
22.4％増）と売上高、利益とも前年同期を上回る
結果となりました。

　また、当社は投資活動の原資である内部留保に
配慮しつつ、継続的かつ安定的に利益成長に見
合った配当を行っていくこととしており、当中間
期の配当金は、１株につき30円とさせていただき
ました。
　このような中、2030年に当社グループが目指
す姿として掲げた「VISION 2030」の実現に向け
て、2019年度を初年度とする3ヵ年の中期経営
計画「新たな挑戦」をスタートいたしました。当中

期経営計画では、「新設備の稼働等による収益拡
大」「機能化学品事業拡大に向けた積極投資」「ビ
ジネス基盤の強化」の３つの戦略を推し進めるこ
ととしており、当中間期においては新設備建設の
推進等、積極的な投資を行うとともに最新のプラ
ント制御システムの導入など経営基盤の強化を
図っております。今後も各種施策を着実に実行し、
中期経営計画の達成、さらには「VISION 2030」
の実現に向けて、積極的に取り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の
ご支援を賜りますよう、心よりお願い申しあげ 
ます。

2019年9月

１株当たりの中間配当金

30円

代表取締役社長

トップメッセージ
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株主の皆様へ



　当中間期におきましては、社内外に起因する一時
的な生産トラブルが発生したこと等から、年度当初
に公表しました売上高、利益とも連結業績予想を下
回りました。しかしながら、国内需要が前年に引き続
き堅調に推移する中、隔年で実施する大規模な定期
修繕がなかったため、当中間期の連結業績は、売上高
482億円（前年同期比8.7％増）、営業利益48億15
百万円（同19.9％増）、経常利益50億60百万円（同

19.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益35
億40百万円（同22.4％増）となり、売上高、利益とも
前年同期を上回る結果となりました。
　なお、当中間期に発生した生産トラブルの影響に
加え、下期においては、中国経済の減速が予測される
こと等から通期業績予想について売上高で29億円、
営業利益で15億円の下方修正を行っております。

　化学プラントには多くの配管が張り巡らされており、原料や製品の流量を常に微調整しながらプ
ラントを安全に運転しています。運転技術を習得するには多くの経験と専門性の高い知識が必要で、特
に流量調整は運転員の負荷が大きく、また、どうしても製造ロスの発生が避けられませんでした。
　「高度制御システム」は、そのような製造ロスを最小限に抑えるため、AI技術等を駆使して温度や圧
力など様々な条件を考慮した、適切な条件を自動的に推定し、調整する最新鋭のシステムです。
　このシステムを導入したことで適切な条件に自動調整されるため、製造ロスを最小限に抑えるとと
もに、運転員の負担を軽減することができました。
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営業利益（百万円）
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経常利益（百万円）
第2四半期累計 通期

親会社株主に
帰属する
四半期（当期）純利益（百万円）

第2四半期累計 通期

● 国内需要が前年に引き続き堅調に推移したこと等により前年同期に比べて増収増益
● 一時的な生産トラブル等により、売上高、利益とも連結業績予想を下回る
● 当中間期の生産トラブルの影響等から通期連結業績予想を下方修正

当第２四半期累計の連結業績のポイント

中期経営計画の達成に向けた取り組み連結財務ハイライト

高度制御システム導入により生産効率を向上

　当社は、2019年をスタートとする3ヵ年の第3次中期経営計画達成に向けて、新たな挑戦を続けております。
最新技術の導入・活用もそのひとつで、今回は「高度制御システム」導入の取り組みをご紹介します。

最新技術の導入事例
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　当社の化学素材は、エアコンの冷凍機油原
料や化粧水の成分をはじめプラスチックに
柔軟性を付与する可塑剤や、塗料、接着剤に
使われる溶剤など、様々な製品の原料として
使われています。皆様の身近なところにも 
ＫＨネオケムの素材が使用されている製品
がたくさんあります。

基礎化学品

電子材料

機能性材料

基礎化学品

48%

機能性材料

40%

　ユニークな構造・物性を有する当社の機能性材料は、スキン
ケア製品や家庭用洗剤などの日用品、地球環境に配慮したエア
コンの冷凍機油などに幅広く使用されています。
　当第２四半期累計における業績は、売上高192億52百万円

（前年同期比13.6％増）、売上総利益58億27百万円（同20.5％
増）となりました。

　スマートフォンやパソコンなどの電子機器内にある半導体は、機器の小型化や高機能
化の鍵を握ります。当社では、優れた半導体づくりに欠かせない素材をつくっています。
　当第２四半期累計における業績は、売上高55億37百万円（前年同期比4.3％減）、売上
総利益14億20百万円（同5.7％減）となりました。

※当社グループでは、上記の3事業以外に「その他」がありますが、売上高構成比が1％とわずかであるため記載を省略しております。
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14億20百万円売上高構成比
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　可塑剤の原料や溶剤として使用され、豊富な製品ラインナップを取り揃えています。
用途分野も多様で自動車産業をはじめとした国内外の様々な産業を支えています。
　当第２四半期累計における業績は、売上高は230億17百万円（前年同期比8.1％増）、
売上総利益30億49百万円（同5.2％増）となりました。

電子材料

11%

65



　このたびご縁があって、初めての女性社外取締役に就任いた
しました。
　これまで、日本のメーカー、外資系銀行、人材関連企業での
勤務経験を基に、長年、対話を通して自律的な人材を育て、ビ
ジョンを実現するための組織の環境づくりを支援するとい
うコンセプトで、多くの企業や団体の組織風土改革・企業文
化構築のコンサルティングに携わってまいりました。
　現在は大学で、経営組織、産業・組織心理、人的資源管理など、
ヒトと組織関係の科目、及び学生のキャリアや地域貢献活動な
どを担当しております。
　化学品素材メーカーとしてのＫＨネオケムは、これまでの
歴史と技術を基に築かれた強みを磨き上げ、さらに環境の変化
に柔軟に対応できるしなやかさと俊敏さ、新たな発想が求めら
れていると考えております。このような状況のもと、外部視点、
多様な価値観、時代の先をイメージする発想力などを提供する
ことが自らに課された役割と認識しております。
　上場後、着々と経営体制を整え、「VISION 2030」に向けてス

パイラルアップしていくために、積極的に外部人材を登用し、
多様な働き方や専門人材を活用していく環境も整いつつあり
ます。今後は、女性を含めた社員一人ひとりが最大限能力を発
揮できるよう、多くの社員の声を聞くことで、個人が成長を通
して働きがいを感じ、会社の成長を支えていくようなヒトと組
織づくりのために、微力ではありますが貢献していければと
思っております。

会社の成長を支える
ヒトと組織づくりを目指して

独立社外取締役
宮入 小夜子

ＫＨネオケムのダイバーシティ 社員紹介

　本年の株主総会で当社初の女性社外取締役に就任した
宮入さんに意気込みを伺いました。

インタビュー

宮入さんと女性社員との交流会の様子
87
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　入社当初は、伝票処理や一般事務の業務を担当してい
ました。その後、育児休業を取得して、職場から離れてい
る期間が長く、復職する時に不安が多くありました。そ
れでも、周りの方々にサポートして頂き、職場に戻るこ
とができました。
　その後は、人事の担当者として、採用から新入社員教
育、退職の手続きなど、仕事の幅を広げてきました。今
では、後輩も入社し、教育係として仕事を教える立場に
もなりました。今後も、しっかりと子育てと仕事が両立
できるよう、ワークライフバランスを大切にしながら働
きたいと思っています。

これまでのキャリアを
教えてください。

環境保安課で
どのような仕事をされていますか？

高圧ガスの認定事業者とは？

四日市工場
環境保安課

増田 彩実さん

　私は、工場の保安管理業務を担当しており、場内に潜む危険を
未然に防ぐためのリスク調査やその防止策の取りまとめ、高圧ガス
の認定審査の事務局などを担当しています。
　当社のような高圧ガスや危険物を取り扱う工場では、官庁の立
入審査や様々な申請・届出が必要になります。
　当社工場は経済産業省から自主保安体制を評価され、「高圧ガス
の認定事業者」として認められています。この認定を取得している
ことは工場にとって極めて重要であり、その分認定を維持していく
ことは非常に大変です。
　工場全体の操業に関わるため、責任は大きいですが、担当者の
一員として任せられることにとてもやりがいを感じています。

●都道府県知事に代わって、完成検査及び保安検査を自ら行うことができる事業者です。
●保安管理システムの構築、リスクアセスメントの実施及び保安組織の整備等を自主的に進める事業者です。

千葉工場
総務課

宮川 裕美さん

KHネオケムの職場で
輝く女性社員

Q
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KH Neochem 
Americas, Inc.

晟化（上海）貿易
有限公司

本社（東京）
千葉工場

大阪支店
堺物流センター

四日市工場

設立 2010年12月8日
（前身の協和油化（株）は1966年11月に設立）

資本金 8,808百万円

事業内容 各種石油化学製品の開発・製造・販売

従業員数 798名（連結）

代表取締役社長 髙　 橋　 理　 夫※

常務取締役 松　 岡　 俊　 博※

常務取締役 平　 井　 謙　 一※

常務取締役 新　 谷　 竜　 郎※

取締役 磯　 貝　 幸　 宏※

取締役（社外） 藤　 瀨　　　 學

取締役（社外） 宮　入　小夜子

常勤監査役 大　 戸　 德　 男

監査役（社外） 稲　 垣　 敦　 夫

監査役（社外） 伊　 藤　 健　 二

執行役員 斎　 藤　 誠　 司

執行役員 緒　 方　 利　 明

執行役員 松　 田　 恒　 次

執行役員 中　 橋　 彰　 夫

執行役員 近　 藤　 佳　 明

執行役員 清　 水　 英　 樹

※印の付いた取締役は執行役員を兼務しております。

役員

会社概要（2019年6月30日現在）

KH Neochem 
Americas, Inc.

晟化（上海）貿易
有限公司

本社（東京）
千葉工場

大阪支店
堺物流センター

四日市工場

国内・海外拠点（2019年6月30日現在）

株主メモ

IRカレンダー

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後3ヶ月以内

配当基準日 期末配当金　12月31日
中間配当金　  6月30日

単元株式数 100株

公告の方法 電子公告により行います。（http://www.khneochem.co.jp/）ただし、事故その他やむを得ない事由によって、
電子公告による公告をすることができないときは、日本経済新聞に掲載して行います。

上場取引所 東京証券取引所（市場第一部）
株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関 東京都中央区八重洲一丁目 2 番1号　みずほ信託銀行株式会社

株式事務に関するご案内
お取扱窓口 お取引の証券会社等。特別口座管理の場合は、特別口座管理機関のお取扱店。

特別口座管理機関お取扱店 みずほ証券及びみずほ信託銀行
フリーダイヤル 0120-288-324（土・日・祝日を除く9:00〜17:00）

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行及びみずほ銀行（みずほ証券では取次のみとなります）

大株主
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5,854 15.83
THE CHASE MANHATTAN BANK 385036 2,750 7.44
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,015 5.45
SHEPHERDS HILL CAPITAL PARTNERS UNLIMITED COMPANY 1,573 4.25
TAIYO FUND, L.P. 887 2.40
株式会社みずほ銀行 733 1.98
SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 666 1.80
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140051 625 1.69
JP MORGAN CHASE BANK 385174 598 1.62
TAIYO HANEI FUND, L.P． 589 1.59

発行可能株式総数 発行済株式総数 株主数
136,200,000株 36,979,400株 5,737名

第1四半期
1月 2月 3月

第4四半期
10月 11月 12月

第3四半期
7月 8月 9月

第2四半期
4月 5月 6月

株式の状況（2019年6月30日現在）

所有者別株式分布状況

外国法人等
47.40％

個人その他
7.80％

その他の法人
8.98％

金融商品取引業者
2.52％

金融機関
33.30％

決算
発表

定時株主
総会

第1四半期
決算発表

第2四半期
決算発表

第3四半期
決算発表
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